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要旨:我々は，ハシリドコロ Scopolia japonica  Maxim. (ナス科 )の常念岳東麓の標高の異なる 4 集団

における花形質 (花冠全長と花冠口直径 )のサイズ変異を測定した．その結果，ハシリドコロの花サ

イズに地理的変異は認められたものの，その変異は非生物的環境の変動の指標となる標高に沿った

ものではなかった．このことは，ハシリドコロにおける花サイズが集団に特有な環境要因に影響さ

れることを示唆している． 

 

１．はじめに 

植物の花サイズは，生物的要因と非生物的要因

の両方に影響される(Elle 2004)．多くの研究が，

植物と送粉者の相互作用に注目し，種内，種間に

おける花サイズの変異について理解を深めてき

た  (Galen 1989, Schemske & Bradshaw 1999, 

Dohzono et al. 2004, Suzuki et al. 2007)．一方で，

花サイズの変異に対する非生物的要因の影響は

あまり注目されてこなかった(Elle 2004)．そこで，

本研究は，分布標高の異なるハシリドコロ集団に

おいて花サイズ変異を調べ，その変異を生じさせ

る要因について考察を行った． 

 ハシリドコロ Scopolia japonica Maxim. (ナス

科)は，日本において本州，四国，九州に広く分

布する多年草である．山間の日陰にしばしば群生

し，4－5 月に釣鐘状の花をつける(Fig. 1a；山崎 

2006)．本研究における調査地である常念岳東麓

の 4 集団ではハシリドコロは，キアシハナムグリ

セダカバエ Euthyneura aerea Frey のみに高い頻度

で訪花され，ハエの形態に地理的変異はなかった  

(服部ら 投稿中)．そのため，もし花サイズに地理

的な変異が検出された場合，その変異は非生物的

環境によって生じている可能性が高い． 

 本研究では，ハシリドコロにおける花サイズ変

異の検出と変異を作り出す要因を考察するため，

飛騨山脈中部に位置する常念岳の東麓の標高が

異なる 4 地点 (標高 876m－1369m, Table 1)におい

てハシリドコロの花サイズを調べた  (Fig. 1b)．そ

の結果，ハシリドコロの花サイズに集団間変異が

認められた．また，その変異パターンから集団特

有な非生物的要因によって花サイズが変異して

いることが示唆された． 

 

Fig. 1 (a) ハシリドコロの花． (b) 測定したハシリドコ

ロの花形質 (CL: 花冠全長, CW: 花冠口直径)． 

 

Table 1. 調査を行ったハシリドコロ集団の詳細．花サ

イズを測定した株数と地理的情報を記す． 
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２．調査地と方法 

２-１．調査地 

 飛騨山脈中部に位置する常念岳の東麓の標高

が異なる 4 つのハシリドコロ集団 (標高 876ｍ－

1369 ｍ )において花形質のサイズを測定した  

(Table 1)．本研究における調査地の植生は，いず

れの地点においてもカラマツ Larix kaempferi 

(Lamb.) Carrière とクリ Castanea crenata Siebold et 

Zucc.やミズナラ Quercus crispula Blume を中心と

した落葉広葉樹の混交林である．花サイズの測定

は，ハシリドコロの開花最盛期 (5 月上旬)に行っ

た． 

 

２-２．花サイズ 

 それぞれの集団においてハシリドコロ株を無

作為に抽出した，抽出した株から無作為に 1 から

4 個の花を選び，2 種類の花サイズ(花冠全長，花

冠口直径)について 0.01 ㎜を基準とするノギスを

用いて測定した (Fig. 1, Table 1)．測定した各花サ

イズは株ごとに平均し，その株の代表値とした． 

 

２-３．統計解析 

 花サイズの集団間変異を検証するため，株ごと

の花サイズに対し，集団の違いを固定効果とした

一元配置分散分析を行った．また，この解析によ

り集団間の変異が認められたため，多重比較 (テ

ューキーの方法)による対比較を行った．さらに，

認められた花サイズの変異が集団の分布標高の

違いと相関するかを検証するため，花サイズを目

的変数，集団の分布標高を説明変数としたケンド

ールの順位相関解析を行った．これらの解析は，

すべて JMP ver. 9.0 (SAS Institute Japan)を用いお

こなった． 

 

３．結果と考察 

全体としてハシリドコロの花サイズには，集団

間の変異が認められた (一元配置分散分析，花冠

全長：F = 17.86, P < 0.001, 花冠口直径：F = 24.88, 

P < 0.001)．しかし，1 つの集団 (Onozawa 2)にお

いて顕著な花サイズの変異が観察されたものの，

この変異を除いた 3 集団間での変異は小さかっ

た (Fig. 2)．このような花サイズ変異は，訪花者

との相互作用，非生物的な環境要因，そして遺伝

的浮動によって生じた可能性がある  (Elle 2004)．

しかし，本研究の調査地においてハシリドコロは

主にキアシハナムグリセダカバエによって訪花

され，集団間で訪花者のサイズが変異しないこと

がわかっている (服部ら 投稿中)．また，花サイ

 

Fig. 2 常念岳東麓におけるハシリドコロ集団間の花サイズ変異 ((a):花冠全長，(b):花冠口直径)．図中のプロット

とエラーバーは，その集団における形質の平均値と標準誤差を示す．また，図中の小文字のアルファベットは，

集団間で形質サイズに有意な差があったことを示す  (テューキーの方法による対比較)． 
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ズと標高傾度  (非生物的な環境変動の指標とな

る)の相関は認められなかったこと  (ケンドール

の順位相関解析, 花冠全長：R = -0.33, P > 0.05, 

花冠口直径：R = 0.00, P > 0.05)，さらには，標高

が近い 2集団間 (Onozawa1と Onozawa2)で大きな

花サイズ変異がみられたことから (Fig. 2)，本研

究で観察されたハシリドコロの花サイズ変異は

標高間で変化するような気温などの非生物学的

な環境変動によって生じたとは考えにくい．これ

らのことから，本調査で発見された花サイズ変異

は，生息地ごとに変異する環境要因  (土壌条件や

開空度)の違いによって生じた可能性が高い．ま

た，集団サイズが小さいため (Table 1)，遺伝的浮

動によって花サイズが変異している可能性もあ

る．したがって，今後はハシリドコロの花サイズ

に変異をもたらす要因について様々な視点から

検証していく必要があるだろう． 
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